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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
糖尿病性腎症の発症にマクロファージの浸潤が大きな役割を果たしており､
そのfirststepが糸球体内皮細胞における接着分子ICAM･1の発現である｡本研
究は糖尿病状態において糸球体内皮細胞に 【CAM-1が発現する経路として
MAPKが果たす役割を検討したものである｡ヒト糸球体血管内皮細胞において
高血糖あるいは高浸透圧刺激を与えると ICAM-1の発現が増加するとともに
ERKs,p38,JNKがリン酸化されること､それらの阻害剤を投与することによ
りICAM-1の発現が抑制されることを見出した｡糖尿病性糸球体障害の初期段
階にMAPK経路を介するICAM-1の発現が関与する可能性を示した価値のあ
る業績である｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位をえる資格があると認める｡
